
■
は
じ
め
に

職
業
レ
デ
ィ
ネ
ス
・
テ
ス
ト
（
以
下
Ｖ
Ｒ

Ｔ
）
は
、
職
業
的
発
達
に
お
け
る
準
備
の
程

度
（
レ
デ
ィ
ネ
ス
）
を
職
業
興
味
、
職
務
遂

行
の
自
信
度
、
日
常
生
活
の
基
礎
的
志
向
性

か
ら
総
合
的
に
捉
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

開
発
さ
れ
た
検
査
で
あ
る
。
職
業
興
味
、
職

務
遂
行
の
自
信
度
に
つ
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ

の
研
究
者
、H

olland

の
職
業
興
味
の
6
領

域
（
Ｒ
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｃ
）、
日
常
生
活
の
基
礎

的
志
向
性
に
つ
い
て
は
三
つ
の
志
向
性
（
対

情
報
、
対
人
、
対
物
：
Ｄ
Ｐ
Ｔ
）
を
用
い
て

尺
度
が
構
成
さ
れ
て
い
る
。

主
な
対
象
者
は
中
学
校
、
高
等
学
校
（
そ

れ
に
準
ず
る
学
校
を
含
む
）
の
在
学
生
（
13

歳
〜
18
歳
程
度
の
者
）
で
あ
る
が
、
職
業
の

理
解
や
知
識
の
不
足
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、

成
人
向
け
の
検
査
の
適
用
が
難
し
い
場
合
に

は
、
20
歳
前
後
の
者
で
あ
っ
て
も
適
用
が
認

め
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
近
年
、
大
学

な
ど
の
高
等
教
育
課
程
に
在
学
す
る
学
生
に

対
し
て
、
Ｖ
Ｒ
Ｔ
を
実
施
し
た
い
と
い
う
希

望
が
増
え
て
き
た
。
大
学
生
向
け
の
職
業
興

味
検
査
を
実
施
し
て
も
、
う
ま
く
結
果
が
得

ら
れ
な
い
学
生
が
多
く
な
っ
た
こ
と
が
主
な

理
由
で
あ
る
。

大
学
生
等
に
Ｖ
Ｒ
Ｔ
を
実
施
す
る
場
合
に

は
、
結
果
の
整
理
に
あ
た
っ
て
、
便
宜
的
に

高
校
生
で
標
準
化
さ
れ
た
換
算
基
準
を
適
用

す
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
20
歳
前
後
の

者
に
Ｖ
Ｒ
Ｔ
を
実
施
し
て
、
特
に
本
人
の
自

己
イ
メ
ー
ジ
と
一
致
し
な
か
っ
た
等
の
問
題

点
に
関
す
る
報
告
は
な
い
。
た
だ
、
大
学
生

等
へ
の
Ｖ
Ｒ
Ｔ
の
実
施
が
今
後
増
え
て
く
る

可
能
性
が
あ
れ
ば
、
検
査
の
信
頼
性
の
問
題

や
解
釈
上
の
留
意
点
な
ど
を
、
デ
ー
タ
に
基

づ
い
て
実
証
的
に
検
討
し
て
お
く
必
要
が
あ

る
。そ

こ
で
、
大
学
、
短
大
、
専
門
学
校
生
に

Ｖ
Ｒ
Ｔ
を
実
施
し
、
高
校
生
の
換
算
基
準
を

適
用
し
た
場
合
の
信
頼
性
等
を
検
討
し
た
う

え
で
「
職
業
レ
デ
ィ
ネ
ス
・
テ
ス
ト
﹇
第
3

版
﹈　

大
学
、
短
期
大
学
、
専
門
学
校
等
で

の
実
施
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
と
「
大

学
生
等
の
た
め
の
職
業
リ
ス
ト
」
を
作
成
し

た
。本

稿
で
は
、
こ
の
二
つ
の
資
料
の
概
要
を

紹
介
し
、
大
学
生
等
へ
の
Ｖ
Ｒ
Ｔ
の
活
用
の

有
効
性
を
考
え
て
み
た
い
。

■「
大
学
、
短
期
大
学
、
専
門
学
校
等
で

の
実
施
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

に
つ
い
て

こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
大
学
生
等
へ
の

Ｖ
Ｒ
Ｔ
の
適
用
に
関
す
る
信
頼
性
の
検
証
を

し
た
う
え
で
、
実
施
や
解
釈
上
の
留
意
点
を

ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
の
Ｖ
Ｒ
Ｔ
の

手
引
の
補
足
資
料
と
し
て
作
成
し
た
。
信
頼

性
の
検
証
に
は
、
大
学
、
短
大
、
専
門
学
校

生
4
8
9
8
名
分
の
Ｖ
Ｒ
Ｔ
の
デ
ー
タ
を
用

い
た
。

職
業
興
味
、
職
務
遂
行
の
自
信
度
、
日
常

生
活
の
基
礎
的
志
向
性
の
各
尺
度
の
平
均
値

を
、
学
校
別
、
男
女
別
に
算
出
し
た
結
果
、

大
学
、
短
大
、
専
門
学
校
生
の
男
女
と
も
に
、

高
校
生
と
比
較
し
て
全
体
的
に
得
点
は
高
め

と
な
り
、特
に
大
学
生
が
最
も
高
い
（
図
1
、

図
2
）。
そ
の
た
め
、
大
学
生
等
に
Ｖ
Ｒ
Ｔ

を
実
施
し
、
高
校
生
の
換
算
基
準
で
結
果
の

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
描
い
た
場
合
に
は
、
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
全
体
が
や
や
高
め
（
右
寄
り
）
に

な
っ
て
い
る
可
能
性
を
理
解
し
て
お
く
必
要

が
あ
る
。

他
方
、
Ｖ
Ｒ
Ｔ
で
は
、「
結
果
の
見
方
・

生
か
し
方
」
と
い
う
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
お
い

て
、
職
業
興
味
、
職
務
遂
行
の
自
信
度
、
日

常
生
活
の
基
礎
的
志
向
性
に
関
し
て
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
を
作
成
し
、
そ
の
上
位
領
域
を

使
っ
て
、解
釈
や
職
業
と
の
照
合
等
を
行
う
。

そ
こ
で
、
大
学
生
の
デ
ー
タ
で
大
学
生
用
の

仮
の
換
算
基
準
を
作
り
、
個
人
の
粗
点
を
大

学
生
の
仮
換
算
基
準
と
高
校
生
の
換
算
基
準

の
両
方
で
換
算
し
、
上
位
領
域
の
一
致
度
を

調
べ
た
。
両
方
の
基
準
で
作
成
し
た
と
き
の

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
の
上
位
領
域
が
一
致
す
れ

ば
、
個
人
レ
ベ
ル
の
結
果
の
解
釈
を
誤
る
可

能
性
は
低
い
と
考
え
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。

検
討
の
結
果
、
職
業
興
味
と
職
務
遂
行
の

自
信
度
に
関
し
て
、
高
校
生
の
換
算
基
準
を

用
い
て
得
ら
れ
た
1
位
の
領
域
は
、
大
学
生

の
仮
換
算
基
準
を
用
い
て
も
1
位
と
な
る
割

合
が
高
く
、
二
つ
の
換
算
基
準
で
大
き
く
異

な
る
結
果
が
得
ら
れ
る
可
能
性
は
低
い
こ
と

が
確
認
さ
れ
た
。

ま
た
、
基
礎
的
志
向
性
に
つ
い
て
は
、
対

人（
P
）、対
物（
T
）に
比
べ
て
対
情
報（
D
）

志
向
が
大
学
生
で
高
校
生
よ
り
も
高
め
で
あ

る
た
め
、
三
つ
の
中
で
は
対
情
報
志
向
が
1

位
と
な
る
割
合
が
高
く
な
っ
た
。た
だ
、ワ
ー

ク
シ
ー
ト
で
の
職
業
と
の
照
合
で
は
、
例
え

ば
Ｄ
志
向
が
1
位
だ
っ
た
場
合
、
Ｄ
を
含
む

す
べ
て
の
組
合
せ
（
Ｄ
、
Ｄ
Ｔ
、
Ｄ
Ｐ
）
か

ら
職
業
を
調
べ
る
た
め
、
特
に
大
き
な
問
題

は
な
い
と
い
う
結
論
に
至
っ
た
。
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■「
大
学
生
等
の
た
め
の
職
業
リ
ス
ト
」

に
つ
い
て

Ｖ
Ｒ
Ｔ
で
は
、「
結
果
の
見
方
・
生
か
し
方
」

の
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
3
を
使
っ
て
、
受
検
者
の
興
味

や
自
信
、
基
礎
的
志
向
性
に
合
致
し
た
具
体

的
な
職
業
名
をH

olland

の
Ｒ
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｃ

の
6
領
域
や
、
基
礎
的
志
向
性
の
Ｄ
Ｐ
Ｔ
別

に
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
、
現
在
の

Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
3
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
職
業
名

は
、
中
学
生
、
高
校
生
で
も
よ
く
知
っ
て
い

る
よ
う
な
も
の
が
多
い
た
め
、
大
学
生
等
、

専
門
的
な
分
野
で
学
ぶ
学
生
に
は
や
や
物
足

り
な
い
リ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
も
否
め
な
い
。

そ
こ
で
、
現
在
の
Ｖ
Ｒ
Ｔ
の
ワ
ー
ク
シ
ー

ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
職
業
名
の
ほ
か
に
、

大
学
生
等
の
利
用
を
意
識
し
て
、
Ｒ
Ｉ
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ｃ
の
領
域
ご
と
に
職
業
名
を
追
加
し
た
も

の
が
「
大
学
生
等
の
た
め
の
職
業
リ
ス
ト
」

で
あ
る
。
追
加
す
る
職
業
名
の
選
択
に
あ

た
っ
て
は
、
一
般
の
職
業
情
報
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
職
業
名

や
職
務
内
容
で
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
の
職
業
情
報
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
か
ら
検
索
で
き
る
よ
う
な
職
業
名

を
で
き
る
だ
け
入
れ
る
よ
う
に
配
慮
し
た
。

職
業
リ
ス
ト
は
Ｒ
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
ほ
か
、
Ｄ

Ｐ
Ｔ
別
に
も
整
理
さ
れ
て
お
り
、
い
ろ
い
ろ

な
検
索
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

■
Ｖ
Ｒ
Ｔ
の
大
学
生
等
へ
の
活
用
に
向

け
て

Ｖ
Ｒ
Ｔ
は
、
中
学
生
で
も
理
解
で
き
る
内

容
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
て
開
発
さ
れ
た
検

査
で
あ
る
の
で
、
質
問
項
目
と
な
っ
て
い
る

職
務
内
容
の
記
述
が
わ
か
り
や
す
く
、
仕
事

の
内
容
を
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
。
実
際
に
大

学
生
に
実
施
し
て
み
る
と
、
答
え
や
す
か
っ

た
と
い
う
感
想
も
多
く
、
自
己
イ
メ
ー
ジ
と

の
一
致
に
つ
い
て
も
よ
い
反
応
が
返
っ
て
く

る
。ま

た
、
学
科
別
に
興
味
や
自
信
を
分
析
し

て
み
る
と
、
専
門
分
野
の
特
徴
に
関
連
す
る

Ｒ
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
領
域
の
平
均
値
が
高
く

な
っ
て
お
り
、
当
然
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い

が
、
個
人
の
興
味
、
自
信
と
選
択
さ
れ
る
専

門
分
野
に
は
関
連
が
あ
る
と
い
う
事
実
を
改

め
て
確
認
す
る
思
い
で
あ
る
。

今
回
、「
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
に
記
載
し
た

通
り
、
Ｖ
Ｒ
Ｔ
を
大
学
、
短
大
、
専
門
学
校

で
実
施
す
る
た
め
の
信
頼
性
は
確
認
さ
れ
た

の
で
、
今
後
は
、
実
施
上
の
留
意
点
な
ど
を

理
解
し
て
い
た
だ
い
た
う
え
で
、
大
学
生
等

の
進
路
や
職
業
選
択
の
支
援
の
た
め
の
ツ
ー

ル
の
一
つ
と
し
て
Ｖ
Ｒ
Ｔ
を
活
用
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

大学

（点）
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図１　学校別の各尺度の平均値（男子）
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図 2　学校別の各尺度の平均値（女子）
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